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図-1 フィリピン共和国パンパンガ川流域 1) 

図-2 研究フロー 
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１． 概要 

 本研究は，土木研究所水災害・リスクマネジメント国際

センター（ICHARM）が開発してきた GCM 降雨バイアス補

正手法，流出モデル等を用い，現在及び将来気候における

渇水状況をアセスメントすることを目的とする． 

本研究では，フィリピン共和国パンパンガ川流域を対象

とした(図-1)．利用可能データを考慮した結果，灌漑可能

面積の将来変化を用いて渇水リスクの変化を示すことと

した．渇水リスクに関しては，貯水池運用実績を調査し，

その実績より貯水池運用モジュールを作成し，貯水池流入

量を予測する低水流出モデルに連結させ，貯水量変動の計

算と実績の比較によりその検証を行った．このモデルによ

り，現在気候と将来気候の灌漑可能面積を計算した． 

２． 解析方法 

 渇水リスクの研究フローの全体を，図-2に示す．現在

気候，将来気候での雨量評価は GCM データを活用し，ダウ

ンスケーリング，バイアス補正の後，通年の降雨データを

用いた．渇水ハザード評価は，貯水池への流入を計算する

BTOP モデルと貯水池運用モデルを組み合わせて用た．本報

告では，渇水リスクの評価のうち，灌漑面積解析までを対

象とした． 

３．解析結果 

 パンパンガ川流域に位置する主要な貯水池であるパンタ

バンガンダムにおける貯水量シミュレーション結果を，図

-3に示す．パンタバンガンダムはパンパンガ川上流域に位

置し，30 億 m3の貯水容量を有する灌漑と発電を主目的とす

るダムで，下流地域の約 1,000km2の農地に灌漑用水を補給

している．パンタバンガンダム地点の日降水量を雨量デー

タとして用い，雨季の灌漑面積を 820km2に固定のうえ，乾

季の灌漑面積を乾季初頭の貯水量に応じて変化させた場合，

計算結果（黒破線）が実績（赤実線）の貯水量変動をほぼ

再現する結果が得られた． 
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図-4 パンタバンガンダム貯水池の貯水量（将来気候）2) 
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図-3 パンタバンガンダム貯水池の貯水量（実測値・計算値） 

 

 

パンタバンガンダムにおける将来気候における貯水量シミュレーション結果を，図-4に示す．将来気候について

は，RCP8.5，RCP8.5-c1，RCP8.5-c2，RCP8.5-c3 の４ケースについてシミュレーションした結果，計算ケースにも

よるものの，現在気候に比べ貯水量がやや減少する結果が得られた． 

 

 

  

パンタバンガンダム下流域では，乾季初頭の貯

水量に応じ当該期の灌漑面積を決定している．現

在気候と将来気候における灌漑可能面積を比較す

ると，図-5に示す通り，将来において減少が見込

まれた． 

４．まとめ 

 本解析により，パンパンガ川流域における現在

気候と将来気候の渇水リスクの比較評価がなされ

た．今後は解析対象を拡大し，他流域における渇 

水リスク評価を進めたい． 
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 図-5 パンパンガ流域灌漑可能面積（現在気候・将来気候） 
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